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ドイツにおけるトーンマイスター教育とその考察

―UdKベルリン芸術大学の事例よリー
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I.は じめに

1.研究の目的

日本では、10年 ほど前から本学をはじめ様々な音楽大学に、音楽の基礎理論・演奏・

芸術論を学びながら、作曲・音楽制作・音響・録音など従来の専門領域を越えた知識、技

術や表現方法を学び、21世紀の音楽芸術を創造 していく人材の育成を目指 した新 しいコー

スが設置されてきた。本学では 2001年 に音楽文化応用学科を開設 し、様々な分野で活躍

するクリエイターや、芸術的な発想や理解をもったエンジニアなどの育成を目指すサウン

ドメディア選択コースを設置した。本コースでは開設時より録音の授業が設けられており、

開設から10年が経過 し授業内容や形態及び方法は確立しつつあるが、まだ体系化されて

いない状態であった。そこで、1949年から音楽大学で トーンマイスターと呼ばれる録音

の専門家の育成を行っているドイッでの事例を研究調査することによって、日本の音楽大

学における録音の教育カリキュラムを示唆していきたいと考えた。

2.研究の内容と方法

本研究では、 トーンマイスター孝史育の特色をふまえた上で、4つのシンフォニーオーケ

ス トラと3つ の歌劇場
Dが

あリヨーロッパではウィーンと並ぶクラシック音楽の中心地、

ベルリンに存在するベルリン芸術大学 (UdK)ト ーンマイスターコースを姑象とし、入

学試験、カリキュラム、卒業試験の内容について調査 し、音楽的、技術的の両視点から分

析 して考察を行った。具体的には、同大が公開している文書資料、ウェブサイトの情報や、

授業の聴講、卒業試験の立ち会い、教員や学生へのヒアリングを分析の素材とした。

H.ドイツにおけるトーンマイスター教育

1.ト ーンマイスター (Tonmeister)と は

日本ではあまり馴染みがない言葉であるが、 ドイツ語でTonは音の意味であり、マイ

スターはドイツの資格制度を意味する。つまり、「音の専門資格Jである。

ベルリン芸術大学のドイツ語 webベージ分には、以下のように記載がある。

「 トーンマイスターは、レコーディングプロデューサー、バランスエンジエアであり、
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音楽を録音する際の芸術的な部分と技術的な部分の両方の役割を果たす。その仕事は演奏

家と聴き手をつなぐことである。 トーンマイスターには音楽的な理解と創造的な作業がで

きように音楽を聴きわける能力と技術的な知識が必要である。 トーンマイスターの仕事の

領域は音楽や映像メディアの録音制作、コンサー トや劇場の音響などである。」

尚、同web英語ページでのコース名表記は°
「Sound Engineering」 サウンド・エンジ

エアリングとあり、これはアメリカや日本では一般的な言葉であるが、前述の「音楽を録

音する際の芸術的な部分と技術的な部分の両方を役割を果たす。」という部分がこの言葉

のみでは伝わりにくく、 トーンマイスターは ドイツ特有の言葉であると考えられる。

2.ト ーンマイスター教育の歴史

そもそも演奏家と聴き手の関係は、「生演奏をその場所で聴 くJと いうものであったが、

第二次大戦後は一般大衆がラジオやレコー ドといった「新 しいメディアを通じて音楽を聴

く」という機会が急速に浸透していった。そこで、 ドイツでは技術的な知識と音楽的な知

識とセンスをもった音の専門家「 トーンマイスター」が必要になり、1949年に北西 ドイ

ツ音楽アカデミー・デ トモル ト、現デ トモル ト音楽大学のエリッヒ・ティーンハウス教授

によリトーンマイスターコースが設立された°

一方、ベルリン芸術大学では、戦前から電気技術との関わりがあり、1928年から 1935

年に同大学最上階に設置されたラジオ実験室で、さまざまな実験が行われ、1930年 には

フリー ドリヒ・トラウトバインが電子楽器 トラウトニウムを開発 し、同大作曲科教授のパ

ウル・ヒンデミットがこの楽器を用いた作曲をした°
。

戦後のベルリンは米・英・仏による西ベルリン、ソ連による東ベルリンと分割統治され、

従来から存在した現ベルリン芸術大学はベルリン市の西側に位置したため、西 ドイツ (ド

イツ連邦共和国)の音楽大学となった。東 ドイツ側には音楽大学が存在 しなくなったため、

1950年に東 ドイツ (ド イツ民主共和国)に より、現ハンス・アイスラー音楽大学ベルリ

ンが設立された。

西ベルリンでは、 トーンマイスターコースの元となる教育が 1949年にベルリンエ科大

学の音楽史の教授に就任 した、ハンス・ハインツ・シュトゥッケンシュミット氏によって

準備され、1954年にフリッツ・ウィンケル氏によって芸術 とスタジオ技術についての教

育が始まった°
。 また、現ベルリン芸術大学では 1954年に大学のホールが再建され、ベ

ルリン・フィルハーモニー管弦楽回のコンサー トが、現ポツダマープラッツのフイルハー

モニーが完成するまでの約 10年間にわたって行われ、収録用のコントロールルームが大

学内に設けられてきたが、実際に トーンマイスターコースが設立されたのは 1970年であ

り、ハンス・クリステイアン・フェル トゲン教授がデ トモル ト音楽大学をモデルにして設

立した°
。
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一方、東ベルリンの現ハンス・アイスラー音楽大学では、1951年 に トーンマイスター

教育が始まった。当時の政府の方針から、 5年間に一度、平均 して8人が入学 し、その学

生が卒業する5年後にまた、次の学生が入学するというシステムであり、卒業後は国営放

送局、国営 レコー ド会社 (ド イツ・シャルプラ ッテ ンVEB Deutsche Schallplatten

Berlin)への トーンマイスターの席がほぼ約束されていた。音楽的内容の トレーニングは

音楽大学で行い、録音の実習は国営放送局内で行った。

1951年から80～ 90人の トーンマイスターを養成 しドイツ統一後、1987年に入学 した

学生が卒業 した 1992年にその役害Jを 終えた。
7)

トーンマイスター教育の歴史 表 1

West Germany 西 ドイ ツ East Germany 東 ドイツ

1923

1939

1945

Beginning of Radio

Statting WO‖ d War‖

Ending llVorid Waril

ラジオ放送開始

第二人世界大戦 開戦

第二次世界大戦 終結

1945 Hochschule fur Musik Benin  1869～
ベルリン音楽大学 (現ベルリン芸術大学 UdK)

1949 Bundesrepub"k Deutschtand  (BRD)

ドイツ連邦共和国 建回

Hochschule fur Muslk in Detmold

Boginning of Tonmeister Educadon'by EHch Thienhaus

北西 ドイツ音楽アカデミー (現デ トモル ト音楽大学 )で
トーンマイスター教育が始まる

1949  Deutsche Demokrausche Republik(GDR)

ドイツ民主共和国 建国

1950 Deutsche Hochschute fur Musik

ドイツ音楽大学 (現ハンスアイスラー )創立

1954  Technische Un vershat Be‖ n  (TU BeHin)
Beginning ofIStudiotechnik'by Fnlz VV nckel

ベルリンエ科大学で スタジオテクニンクが始まる。
ベル リン芸術大学が芸術分野の教育を担当

1951  Beginning of`Tonmeister Educadon in GDR

東 ドイ ツの トー ンマイ ス ター教 育が始 ま る

1956   Beginning to use Funkhaus Natepastra〔 e

東ベル リン 放 送局 ナ レパ シュ トラ ンセ完成

1961 Constructon staned Bettn w』 Iベル リンの壁建 設

1964 Hochschute rur Musik und Darstenende Kunst BeHin
ベル リン音楽 舞台芸術大学に改名

1970 Hochschule fur Musik und Darste‖ ende Kunst Be‖ in

stan ng`Tonmeister Educationl by Hans‐Chttsuan Fe dgen

ベル リン音楽 舞台芸術大学で トー ンマイスター教育が始まる

1975 Hochschule der Kunste Benin(HdK)
ベル リン芸術大学 HdKに改名

1964   HOChSchule fur Musik Hanns Eisler Be‖ in

ハンス・アイスラー音楽大学ベル リンに改名

1989 DemdHon of 8ettn W』 Iベル リンの壁崩壊

1990 BundesrepuЫ k Deutschiand(BRD)

ドイツ再統― ドイツ連邦共和国

1992 Ending Tonmeister Educadon at,Hanns EiSer“

東 ドイツの トーンマイスター教育の終わる
Un帝erslat der Kunste(udK)
ベル リン芸術大学 UdKに改名

2001
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Ⅲ.ベルリン芸術大学 トーンマイスターコース教育の概要

1,大学制度改革と学位

これまで ドイッでは、ディプロム (Diplom)やマギスター (Magister)と いった日本

の修士に相当する独自の学位を設けてきたが、現在ヨーロッパの大学は国際的評価を高め

るために、47か国の大学における卒業学位と資格の共通化を行う「ボローニャ・プロセスJ

と呼ばれる高等教育改革が進行中である D。

ベルリン芸術大学 トーンマイスターコースではこれまで、10ゼ メスターを修め、所要

の単位を修得 してデイプロム・トーンマイスター (Diplom Tonmeister)が 授与されてき

たが、この改革に基づき2012年度からは 8ゼメスターを修める トーンマイスター・バチェ

ラー、その後 2ゼメスターを修める、トーンマイスター・マスターに変更されることになっ

た°
。

2.教育内容の概観

ベルリン芸術大学 トーンマイスターおけるカリキュラムをォ巴握する上で、まずコース内

容を概観すると、大学ホームページのには以下のように明記されている。

「このコースは、芸術的、技術的といった 2つ の異なる分野を統合 しながら音楽史・音

楽形式・楽器演奏・スコアリーデイング・作品分析の知識を学ぶ。また、ピアノ演奏・聴

能形成・音楽理論は、音楽を伝える際にとても重要なスキルとなる。基礎的な技術系教育

である、音響学・数学・通信技術・電気技術は、ベルリンエ科大学 (TU)と 共に行 う。

専門科目の音楽録音では、音を形式的に、また技術的に分析 して聴きわけることができる

ように学び、学生は互いに自身の録音を聴きあいディスカッションしていく。最終的に学

生はクラシック音楽、ジャズ・ポピュラー音楽のいずれかの録音を専門として専攻するが、

これは試験や内容の軽減を意味せず、技術的な融通性を制限しない。5つのスタジオとい

くつかの可搬型録音システムがあり、他コースとコラボレーションしながら総合的な教育

を行っていく。」とあり、技術だけではなく、芸術と技術の両方を学びながら、音楽家 =ア ー

テイス トとしてのマインドを持ったプロフェッショナルを育むことが主張されている。さ

らに、世界中から将来の優れた音楽家になるべ く学生が集まるベルリン芸術大学のコース

として、多種多様な録音の機会を学生に提供できる環境にあることを自覚 しており、クラ

シック音楽を核としながら、ジャズ・ポピュラー音楽までを含めた専門性の高いの トーン

マイスター教育活動に取 り組んでいるといえる。2012年度ウィンターゼメスター現在、

約 50人が在籍 している。

3.ト ーンマイスター・バチェラーのカリキュラム概要と特色

8ゼ メスター以上在籍 し、10に 区分される専門学群 (モ ジュール)所定の課程を修め、

計 240単位を修得後バチェラーが授与される。10の専門学群は、音楽録音基礎・スタジ
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オ技術基礎・録音芸術の実践・音楽録音研究・演奏と音楽理論 。音楽学・信号処理技術・

音響技術などに区分されている 9。

特色として、週 1時間のレッスンが行われる専科の演奏と必修ピアノに73単位といった、

もっとも多くの単位が割 り当てられており、 トーンマイスターは演奏家と同等の演奏能力

が必要であることを明確に示している。また、従来はクラシック音楽の録音が中心であっ

たが、近年は、クラシック音楽の録音を基本としながら、現在の多様化する音楽録音を考

慮 し、ポピュラー音楽や、テレビ・映画等の映像分野の録音も選択できるようになってい

るが、現時点では約 85%の 学生がクラシック音楽の録音を専門として専攻 している
lD。

4.ト ーンマイスター・マスターのカリキュラム概要と特色

バチェラーを取得後、2ゼ メスター以上在籍 し、4に 区分される専門学群所定の課程を

修め、計 60単位を修得後マスターが授与される。4の専門学群はバチェラー課程に引き

続き、音楽録音・録音芸術の実践 。演奏と音楽理論 。選択必修に区分されており、より深

く研究する内容となっている。特色として、音楽録音では、クラシック音楽・ポピュラー

音楽・映像音楽の 3つ の分野から1つ を選択するようになっている。さらに、その選択に

より2ゼ メスターにわたる専攻が決定し、同時にそれが卒業試験の課題内容となる°
。ま

た、高次学年は授業とは別に、バチェラー学生に機材の使用方法や録音の方法などを指導

する、チューターの役割も担っている
1ll。

5.学年暦

ゾンマーゼメスター (夏期)と ウィンターゼメスター (冬期)の 2学期制をとっている。

2012-13年 度は、夏期が4月 10日 から7月 14日 まで、冬期が 10月 15日 から2月 16日

までで半期 15週の授業実施である。
D

Ⅳ.ベルリン芸術大学 トーンマイスターコース入学試験の内容

1.入学制度

入学試験を受験 し選考の上、入学が許可される。2011年度までは、各ゼメスターに平

均 4人が入学していたが、2012年度からは大学制度改革により各ゼメスターごとではなく、

ウィンターゼメスターに8人程度が入学することとなった。

入学の条件として、 ドイツの大学に入るための大学入学資格、外国人はドイツ語 C2検

定資格、芸術的な素質と才能、聴力 (100Hz～ 10kHzま での聴力を証明する医師が発行

する証明書)が必要であり、可聴周波数の高域の上限が年齢とともに下がるため、入学時

の年齢が 28歳までと明示されている
19。
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2.入学試験

バチェラーでは以下 7つ の試験が 2日 間にわたって行われる。入試出願期間は、3月 15

日から4月 14日 に出願 し、ゾンマーゼメスターが終了する7月 中旬に試験が行われる。

入学試験の方法
1°

と過去問題
1・〕lか ら得た入学試験の概要について以下の表にまとめてみた。

トーンマイスターコース入学試験の概要 表2

選抜方法 言羊率円

Geh6rbildung schrifthch

聴音筆記試験 (60分 )

一般的な楽曲の旋律の書き取り (8小節、最初の1音のみ提示)

無調楽曲 (十 二音技法)の音列の書き取 り (8小節)

一般的な楽曲の三声 (旋律と伴奏)の書き取 り (8小節)

四声体和音の書き取り (5題 )

提示楽譜と再生された音楽の演奏 ミスやイントネーションの指摘 (3問 )

楽提示譜と再生された音楽の編集ミスの指摘 (」a2zTriO/Bigband各 1問 )

楽提示譜と再生された音楽の編集ミスの指摘 (オ ーケス トラ楽曲 各2問 )

再生された音楽の演奏楽器・拍子 時代 スタイルについて (8問程度)

Tonsatτ  schrifthch

和声学の理論に基づいた筆記試

験 (60分 )

18世紀のセンスに基づいたバス課題 (8小節)

4小節のメロディ提示から続きを作曲 (8・ 12・ 16小節で)

民謡のメロデイに伴奏を作成する (8小節程度)

」azzの メロデイとコー ドに提示に対して4beatの ベースを作成する
和音記号、コー ドネームから伴奏を作成する

Iヽusikalisch‐technischer Test

トーンマイスター

筆記試験 (90分 )

ステレオ再生や、マイクやスピーカーなどについての基本的な音響技術
各作曲家の代表的な楽曲や、音楽のスタイルなどの常識について
楽器についての知識

Cehδ rbユdung undヽ Iusiklehre

mとIndlich

聴音口答試験 (10分 )

ピアノで与えられた音名 音程・調を答える
ピアノで与えられた1音から指示されたインターバルの音を歌う
ピアノで与えられた和音の種類・転回型を答える
ビアノで演奏されたメロディをすぐ覚え歌う

K(lnstlerisches Hauptfach

専科楽器の演奏 (10分)

専科楽器はUdKで専攻できるすべての楽器の中から選ぶ

時代区分が異なる2曲 を演奏する

例 ピアノ Bach平均律クラヴイーア曲集・Beethovenソ ナタop 10等

Pnichtfach Klavier

必修ピアノ
必修ピアノはシンプルな曲を1曲演奏する
例 Debussyア ラベスク、Bach インベンション等

Vomblattspiel eines leichten

Klaviersticks ピアッ′初見奏
指定されたテンポで初見奏をする

例 Bart6kミ クロコスモス等

3.考察

2日 間で正味 5時間の試験内容の詳細について着目してみると、まず、計 10分の時代

区分が異なる2曲 を演奏する「専科楽器の演奏」、「必修ピアノ」、「ピアノ初見奏」の実技

試験があり、 トーンマイスターは、音楽家と同等の演奏スキルが必要であることを示唆し

ている。また、「聴音筆記試験」からは、一般的な旋律聴音や、四声体聴音といった、す

べての演奏家が共通に獲得すべき能力に加え、実際に演奏された音楽と楽譜との違いや、

イントネーションが正 しくない箇所、編集ミスの指摘といった、 トーンマイスターとして

音楽の仕事に関わる中で最も重要となる、音を聴き判断するスキルがすでに備わってわっ

ているかを問う試験内容であることが理解でき、さらにそれらが、バロックから現代音楽

までのクラシック音楽だけではなく、ジャズについても理解 していないと答えることがで

きない内容となっている。
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また、ピアノで与えられた音名・音程・調を答えたり、指示されたインターバルの音を

歌う試験や「ピアノ初見奏」は、実際の録音の際に演奏者にフレーズを伝えたり、歌いな

がら音楽表現を伝えたりする際に極めて必要とされる能力である。

一方、「 トーンマイスター筆記試験」は、最低限の音響技術や、各時代の有名作曲家に

ついての知識や、さまざまな楽器の知識を聞う内容であり、音響技術について実際の試験

内容
0を

見ると入学する前の段階で深い知識は要求 していないことが明らかである。こ

れらのことから、大学は受験生に姑 して、入学試験で トーンマイスターになるための素養

があるかを確実に判断したいと考えており、また、これらの素養が、入学後の専門的な技

術養成と研究と支える基盤となる能力としていることが明確である。さらに、受験 した入

学希望者に対 しては、これらの知識がなければ、孝史育を受けていくことが難 しいというこ

とを口奥起 している。近年の入試倍率を口頭で調査したところ、6倍程度であり、80パーセ

ントの受験生は 1回の入試で合格 していない非常に狭き門であるけ
。

V.ベルリン芸術大学カリキュラムの詳細及び考察

1.カ リキュラム バチェラー トーンマイスター9の
要約 表3

過 実施ゼメスター 討BasismoduI Musikdbenragung

音楽録音基礎

トーンマイスター として芸術的であ りなが ら実践的である音楽録音の基礎を

学ぶ。録音する際の技術的な音の判断力を高めるために聴能形成訓練 を行い

スタジオワークについての基礎を学ぶ。
時

間
■9

Musikbbertragung(wasi(/Popuan

音楽録音基礎
(ク ラシック/ボ ピュラー)

音楽録音の基礎を学び、芸術的な録普 とはどのようなことであるかを考えて
いく。マイクの種類やマイクの配置場所の違いで、技術的、音楽的にどのよ

うな影響を及ぼすかを研究す る。様々な録音サンプルを聴 き比較 しなが ら、

その善 し悪 しについて考えてい く。

Technische Geh6rbildung■

聴能形成 1

音の技術的な情Чlを聴き分けるJl l練 をする。具体的には周波数/デ ィレイ/リ

バーブのパ ラメーター/コ ムフィル タリング/フ ォルマン トの判断/定位などの

違いを聴 き分ける。 (音楽的な聴音はモジュール6,7で行 う。 )

Mus kproduktion

音楽制作

プロデューサー として音楽を制作す ることについての基礎を学ぶ。実際の制

作において、現場の リーダー として責任をとりなが ら、音楽家のモチベーシ

ョンを高める助言の方法や、す,七評の方法について研究 してい く。

praktische Studioarbeit(Tutowじ m

スタジオワーク実践
(チ ューター)

担当教員の指導のもとに、2年 間にわた り大学が選定 したチューターから、ス

タジオワークの実践について、個人的な指導や助言を うける。チューター 1人

に対 して、3人～5人 の学生が割 り当てられ、スタジオワークの核になる技術

を学んでい く。

週 実施ゼメスター 口lBasismoduI Studiotechnik

スタジオ技術基礎

スタジオ技術の基礎知識 と能力は、実際のスタジオワー クによつて理解する

ことができる。スタジオのシグナルルーテ ィングや編集の方法について学び

実際に録音を行ってい く。
時

間 ■0

Studiotechnik■

スタジオ技術 1

ステ レオ録音 とその再生技術の基本を理解 しなが ら、マイク コンツール ス

ピーカーの仕組みや、スタジオでのアナログ デジタルの信号ルーティング、

信号 レベルについての知識を高め、スタジオ技術の中で何が重要であるかを

考えていく。

Schnittkurs

編集

音 と映像の編集について、どのような編集が芸術的に優れているかを美意識

に基づいて学んでい く。DAWを 使用 しなが ら音楽の空気感を損なわないよ うに
スコアにもとづいて編集す る方法を研究 し、さらに、音 と映像のモンタージ
ュの方法についても学んでいく。

Studiopraxis■

スタジオ実践 1

実際の録音においては芸術性が最も優先されなければならないが、それは基
礎的な録音技冷「 力の上に成 り立つものである。この実践でその技術を理解 し

習得していく。具体的には収録の方法を比較 し、その善し悪 しについてディ
スカッションしながら研究していく。
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週 実施ゼメスター 計Kunstierische Aufnahmepraxis

録音芸術の実践

録音芸術の実践は、学生 自身の自主的な録音活動によつて深めてい く。 自主

的に数々の録音を行い、インターンシップも経験する。最終ゼメスターでは

各自で決めたテーマに基づいた学士論文を提出する。
時

間

Eigene Aufnahmett】ugk。止

自主的な録音実践

学生 自身で自主的な録普の計画を しなが ら作品を制作 し、その作品に対 して

教員は指導 していく。2ゼ メスター ごとにプレゼンテーションの機会があ り、
その作品の内容の苦 し悪 しついて他の学生や教員とともにデ ィスカ ッション

してい く。

12

Betreute ProJekte Ⅲho lPゅ semeslω

指導プロジェクト

より大きなプロジェク トに接 し、プロとして幅広い要求に答えられ る能力を

高めていく。サラウン ド録音、オーケス トラ録者、ジャズ録者、映像音楽な

ど様々な異なるジャンルの録音について、教員か ら指導を うけなが ら研究 し

ていく。

PraKdkum

インターンシップ

6週 F同月のインターンシップを最低2に1行 い、実際の録音の就業経験を積むこと

で、プロの仕革について理解する。 さらに、自分の現状 を知 り、今後 どのよ

うに努力 していくべきかのきっかけをつかんでいく。

8achelo卜 Arbeit

学士論文

最後のゼメスターに学生木人が主体性を持って録音についての研究に取組み

学士論文を執筆する。毎週教員か らア ドバイスを うけなが ら論文の形式に仕

上げていく。

週 実施ゼメスター 討
VertiefungsmoduI Musikubertragun遭

音楽録音研究

させ、さらに深 く録音につヤ

よ にしてい

ミュニケーションのスキルを高め、どのようにディレクションを行 つていく
とより芸術的な作品になるかについて研究 しながら、 自分の録音の善 し悪 し

1こ つ い

時

間
22

Aufnahmektndk Eigenaufnahmen

録音技術の自己評価

さらなるよい録音を行 うためにはどのよ うに したらよいかを、技術的、芸術

的の両観点か ら考えなが ら自身で録音を重ね、その中でフィー ドバ ックを得

て自己評価できるよ うに してい く。

wan pコ Icnt MusIKuDertragung

クラシック音楽録音
Wah,pttЮht Musikdbettragung

ポピュラー音楽録音
Wah,p劇 碕ht Musikbbettragung

映像音楽録音

クラシック音楽録昔、ポ ピュラー音楽録音、映像音楽録音の異なつた3つ の分

野か ら2つ を選択する。それぞれの分野で、どのよ うに芸術的な部分 と技術的

な部分が F天司連 しているかを考えなが ら、マイクア レンジ、 ミキシングの方法

について学びながら、最終的には、教員のア ドバイスの もとに作品を仕上げ

てい く。

Technische Geh6rbitdung 2

聴能形成2

モジュール1か ら継続 して聴能形成を行い、さらに、 レノ、トレー ションとマス

タ リングについて学ぶ。具体的には、ステ レオ定位、シンクの ドロップや苦

歪みの有無、レイテンシーの違いを聴き分け られるよ う融十練をする。

Aufnahmeletung

録音ディレクションの研究

実際の録音で どのよ うにデ ィレクションを してい くべきかについて学′i・ 。セ

ッションを有機的にすすめて行 くには、 どのよ うに リーダーシップをとり、

ア ドバイ スを行っていくべき力■こついてを研究する。

Mischung ce.sem“ l(】 fttass vPoPJttrnvЫ F

ミキシング

聴能形成の訓繰は実際の ミキシング時に適切なバランスを求める際にひ とつ

の基準 となる。それ を応用 しながら、クランック、ポ ップスのステ レオ ミキ

シングと、サラウン ドミキシングについて 1ゼ メスターづつ学ぶ。

Ps)chologie/KommunikadOn

心理学/コ ミュニケーション

理論的な根拠に基フ[)い た方法で人間の心理を学び、良い録音を行 うためには

どのように演奏者 とこHミ ュニーケションをとってい くべきかを研究 し、実践

で活用できるようにする。

週 実施ゼメスター 計venlefungsmoduI Studiotechnik

スタジオ技術応用

今までに習得 したスタジオ技術の基礎知識 と能力を生か しなが ら、これ らを

応用 したさまざまな技術を学び、さらに理解 を深めてい く。 時

間
■1

Studiotechnik 2
(inkI DIId/TOn un(,Surround)

a復喜箕ヶヂ▼みンドを含n

スタジオ技術 1で習得 した内容を発展 させ、サラウン ド録音や、映像が関わる

作品など、さまざまなスタジオ技術について研究する。具体的にはデジタル

信号の同期やフォーマ ッ トの互換性、マスタリング技術や、映像作品の制作
の際に必要 となる技術的を習得する。

Studiopraxis 2

スタジオ実践2

スタジオ実践 1で 習得 した内容を発展 させ、制作に必要な 一つ 一つの技術を応

用 しなが ら録者の実践を行 う。 さらに、芸千仔性 と技術力の2つの側面の結びつ

きについて考えていく。

M krophon― und Auinahmetechnik

マイクと録音技術

よい録音にとつて最 も重要な要素 となるマイクの選択 と配置についての理論
を、電気音響/音響学/心理音響 と関連 させなが ら学ぶ。具体的には人間の聴

覚やマイクの特性、スピーカーか らの音源再生の仕組みについて理解 しなが

ら収録方法を研究 してい く。

■ E

Veranstahungs_und MuSkrecht

イベントと音楽者作権

トーンマイスター として必要 となる、安全に対する知識や、コンサー ト イベ

ン トのガイ ドライン、音楽薪作権など様々な権利や、税金などの法律につい

ての知識 について学ぶ。

■ こ

Bescha‖ ung

コンサー ト音響 PA/SR

よりよいのコンサー ト音響を行 うためには、大気中で音の どのように伝わる
か理解 しなが ら、電気音響について学ぶ必要がある。具体的にはスピーカー
コンツール マイキング モニタリングとそのァレーティングや、スピーカーの

チューニング方法について学ぶ。
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週 実施ゼメスター 計BasismoduI Musikattsche Facher

演奏と音楽理論

トーンマイスターは録音技術だけでな く、演奏技術を磨 き、音楽理論、スヨ

ア リーデ ィング、芸術論、楽器論について学ぶ必要がある。 これ らは実際の

録音において演奏者ヘデ ィレクションを行 う際に大変に役立ち、また芸術を

理解す るために最も必要なことである。

時

間

酎auptinstrument odor KomposК ion

専朴楽器  (ま たは作曲)

8ゼ メスターにわたつて楽器の演奏技術力を高めていきなが ら、芸術的な表現
方法を研究する。60分 レンスンを週 1回 づつ行い、 1ゼ メノ、ターに 1回 行 う旗奏
会に出演する。4ゼ メスター次に15分の演奏試験を行い、8ゼ メスター次には
20分 の演奏 ,(験行 う。

32

Pl"chtfach KIaMer/Nebeninstrument

必修ピアノ (副科楽器)

8ゼ メスターにわたってピアノの演奏能力を高める。60分 レンスンを週 1回 づ

つ行い、4ゼ メスター次に15分の演奏試験を行い、8ゼ メスター次には20分の

演奏試駿行 う。尚、専科楽器でピアノを選択 した学生は、他の楽器に取 り組
まなければならない。

Musiktheone/Geh6rbi dung

音楽理論/聴音

音楽理論は各時代の特徴について理解できるよう学ぶ。聴音では音楽を構成
しているすべての要素をは き分けられるようになることを H標 とし、ビアノ

や録音 された音源を使用 しなが ら、者の ミス、イン トネーシ ョンの指摘がで

きるように トレーニングをする。

■6

MuЫ (theone/TOnsatZ und Werkanaけ se

音楽理論/和声 作品分析

トー ンマイスターにとつて重要である音楽理論や和声を学び、クランック音

楽 とポ ビュラー音楽の両方の分野の作品を分析できるようにする。 ■6

Ensemb espiet

アンサンブル演奏

様々なスタイルの合奏を行い、アンサングル ヨミュニケーン コンを経験 し、

演奏技術を磨 く。モジュール7のみ行 う。

Instrumentenkunde

楽器論

伝統的な楽器か ら電気、電子楽器までの楽器 を体系的に分類 し、それぞれの

楽器の発音原要巳、音の伝搬の仕方、倍音分布について、物理学や音響心理学

の見地から学ぶ。モジュール6のみ行 う。

PattК urkunde/nstrumentaton

スコアリーディング

スヨアから作品を読み取る力を身につける。まず、単純なスコアを理解 しな
がら次第に複雑なスコアを理解できるよ うに学ぶ。また ビアノでの移調奏や、
スコアの概要をピアノで演奏する トレーニングを行い、最終的には ビアノ曲

をオーケス トラア レンジできるよ うに学ぶ。

週 実施ゼメスター 言トMusikwissenschaRHche Fttchel

音楽学
音楽学について幅広い知識を学ぶ。 時

間

Einfuhrung in die Musikwissenscha■

音楽学の概論

音楽学の1元要を学ぶ。例えば、どのよ うにバ ロックか ら古典派に変化 してい

ったかなど、歴史や文化の変遷を理解 し、作品のコンセプ トや美学について

解釈できるようにする。

Musikgeschichte

音楽史

音楽史を学ぶ。各時代区分ごとの音楽にどのような特色があるかを理解 し、

それぞれの美学について学ぶ。最終的には自分でテーマを決めて研究発表す

る。

Werk‐ &Stlkunde K assik,

Repertotrekunde

クラシンク 各時代の特徴

クランック音楽の各時代 ごとにどのような形式の違いがあるか理解 し、それ

ぞれの美学についても学ぶ。具体的には、スコアか ら作品を分析 して特徴を

見つけ学んでいく。

8

Werk&Stlkundc Popmusik
fur TOnmeister

ポピュラー 各時代の特徴

ポピュラー音楽のスタイルごとに、どのような形式の違いがあるか理解 し

それぞれの美学やア レンジ、コー ド進行について も学ぶ。
15

週 実施ゼメスター 計Technische Grundiagenfacher

技術基礎

トーンマイスターに必要な技術的基礎を学ぶ。ベル リンエ科大学 (TU)と 協力

して1受
!来

を行 う。
時

間
26

Mathemauk Anatys s

数学/角子析学
数学加竿析学について学ぶ。

日neare A gebra

線型代数学
線型代数学について学ぶ。

ETektrotechnik

電気技術

電気技術の知識を深める。具体的には電流 電圧 電気抵抗 ヨンデ ンサー イ

ンダクションコイアレ 直流 交流 半導体 フィルタ回路 ダイオー ド オペアン

プ等について学び、実際に回路を制作 して理解 していく。

Akustik

音響学

トーンマイスター として必要な心理音響や物理音響などの音響学について学
ぶ。具体的にはマイク スピーカーで音を伝 える仕組みや、ルームアコーステ

ィック、楽器について学び、空気中で音が どのよ うに伝搬 され、反射、吸収、

透過が起こるかの概念について学ぶ。

週

一時

実施ゼメスター 計

一
％

Audiotechnik

音響技術
トーンマイスターに必要な音響 とデジタル通信技術について学ぶ。ベル リン

エ科大学 (TU)で 授業を行 う。

日n匈庁ung m d:i跡
蹄晶rmttng

デジタル信号入門
デジタル信号処 l甲 技術 (EDS)に ついて学ぶ。

Audiotechnik

アナログ信号

Iでは心理音響、心理音響、電気音響、マイクとス ピーカーや、立体音響を学

び、コでは Iを さらに深めなが らデ ジタルオーデ ィオ技術について学ぶ。Uで

はMatlabの フレームワークについて学ぶ。

■0

AT Labor

アナログ信号研究

Audiotechnikを さらに深め研究する。マイクの指向性や背面特性についてな

どの録音に Fテ司する技術的なテーマについて6人 ～7人 のグループで共同研究を

し、研究論文を発表する。

ΣL詭 tungspunkЮ 取得単位

ドイツにおける トーンマイスター教育とその考察
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2.考察

バチェラー・トーンマイスターの 10の モジュールを以下表の分野ごとに類別すると1

～5が「録音技術の基礎と実践」、6～ 8が「演奏と音楽知識」、9～ 10が録音技術と密接

に関わる「技術基礎」とわけることができ、単位を合計すると以下となった。

カリキュラム バチェラー・ トーンマイスターの分野ごとの単位数 表4

分野ごとの単位数に着目してみると、バチェラーの卒業必修単位 240単位のうち、「録

音技術の基礎 と実践」97単位、「演奏と音楽知識」107単位、「技術基礎」36単位となり、

「録音技術の基礎 と実践」よりも「演奏と音楽知識」が上回る単位数となってお り、 トー

ンマイスターは技術も必要であるが、それに増 して演奏家と同等の「演奏と音楽知識」が

必要であるという大学の考えが明確である。

分野ごとの内容に着目してみると、「録音技術の基礎と実践」では、初めて録音につい

て学ぶ時期から「聴能形成」を行い、音を聴き分ける力、つまりは、音を判断する力を高

めなければ、よい録音ができないということを示唆している。さらに、早い時期からプロ

デューサーとして音楽を制作する基礎を学ぶ「音楽制作」や「スタジオ実践Jが組み込ま

れ、演奏家のモチベーションを高める助言の方法など、録音現場でのリーダーを養成する

内容が組み込まれており、極めて実務的であるが、卒業後、様々な現場で活躍する真の トー

ンマイスターを養成する意思が明確である。また、自身で録音汁象を決め録音を行ってい

く「自主的な録音実践」では、学生の録音に対する自主性と責任能力を高め、最終的に作

品を教員と他学生にプレゼンテーションし、ディスカッションしていく内容であり、個人

では気づくことが難しい自身の作品の善し悪 しについて、共に考えていく機会が設けてい

る。また、音楽録音研究では、クランック音楽のみではなく、クラシック、ポピュラー、

映像音楽の異なった 3つの分野から2つ選択 して行うようになっているが、分野「演奏と

音楽知識」をみれば、クランック音楽の演奏や理論、美意識を根底にもちながら、それら

を関連づけて学ぶこととなるのが明確である。

分野「演奏と音楽知識」では、8ゼメスターに渡って、1週間に 60分の専科楽器と、必

分 野 モジュール 各単位 計240単 位

1音楽録音基礎 19

2ス タジオ技術基礎 10

3録音芸術の実践 35

4音楽録音研究 22

録音技術の基礎と実践

5ス タジオ技術応用 11

97単位

6音楽専修基礎 43

7音楽専修基礎 44演奏と音楽知識

8音楽学 20

107単位

9技術基礎 26
技術基礎

10音響技術 10
86単位
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修ピアノのレッスンがあり、これは、日本の音楽大学の専科楽器のレッスン時間を上回る

時間である。さらに、聴音、和声、作品分析、スコアリーデイングも同様の 8ゼ メスター

に渡って展開され、演奏技術、音楽を理解するスキルを高めることが トーンマイスターと

して重要であることが一目瞭然である。分野「技術基礎」では、ベルリンエ科大学と協力

して授業を行っており、内容は、音響学や電気技術などの必要な知識から、数学的内容の

極めて専門的な科目まで多岐に渡る内容であると考える。

3.カ リキュラム マスター トーンマイスター 9の
要約 表 5

週 計MusiI(むbertragung

音楽録音

バチェラーの録音基礎をさらに深め音楽録者について研究する。
クラシック音楽 ポピュラー音楽 映像音楽の3つ の分野から1つ を選択する。
その選択によリマスター トーンマイスターの2ゼ メスターにわたる内容が
決定し同時にそれが卒業試験の,果題となる。

時

間

lnterpretationsvergieich Klassik

クラシンク音楽の比較

演奏の比較や音質の比較をして、どのようにすれば芸術的に優れた録音作
品を制作することができるかを研究する。

AnЭ Iysc Poputarmusik

ポピュラー音楽の分析

楽山のスタイルや作由方法、アレンジや、録音の善し悪しについて学び、
さまざまな録者の後処理の方法について研究するぅ

Anavse TOn zum BId

映像音楽の分析

映像における音の美学について学び、どのような音が芸術的によいか判断

できる能力を高め、スコアリングとサウンドデザインについて研究する。

'Aufnahmekttuk ttgenaufnahmen/

PrttfungsvOrbereitung・

自身の録音と卒業.■、験の準備

自分 自身の録音作品の芸術的な書 し悪 しについて判断す ることができるよ

うになることを目標 とす る。最終的には作品のポー トフォ リオを作成 し、

卒業試験の準備 をす る。

週 計Kunstlerische Aufnahmepraxis

録音芸術の実践

今までに学んだことを発展させ、さらに高い芸術性をもつた卒業作品を制
し、修士論文に取り紅む。 時

間
26

MuslkubertragungleigeneAttffヽ ahmeil

音楽録音作品制作

独立したより複雑な録音プロジェクトを自身で計画し、実際の作業で経験
を深めながら制作していく。

Betreute ProJekteぃ ind■ prO semestЫ

指 導 プ ロ ジ ェ ク ト

(1ゼ メスターに最低 1回 )

より広範四な技術が要求される複雑なプロジェク トや、映像舌楽/」` どの制
作について、プロとして円滑な制作ができる能力を高めていく。さらに、
教員からのア ドバイスや指摘により、どのようにしたらより良い作品にな
るかを考えていく。

15

MastercO‖ Oquium

修士論文指導

Master Arboit

修士論文

最終ゼメスター時に学生本人が主体性を持って録音についての研究に取組
み、修士論文を執筆する。毎週教員や同級生からア ドバイスをうけながら

論文の形式に仕上げていく。 ■5 ■5

過 言トMusikalische Fttcher

演奏と音楽理論

バチェラー トーンマイスターで研鑽を積んだ楽器奏法や作的についてさら

に深く研究していく。 時

間 20

Wah‖ nstrument oder KompOshion

選択楽器または作曲

楽器の演奏技術力、または作曲技法の能力を高め、芸術的な表現方法を研究

する。

Ensemblespiel

アンサンブル

様々なスタイルの合奏を行い演奏技術を磨く。室内楽作品のアンサンブル

もしくは、ポップミュージックのアンサンブルを行 う。

MuЫ ktheotte/GehOrЫ ttung wP

音楽理論/聴音
MuЫ ktheone/werkanavse WP

音楽理論/分析
■ 5

Panlurkunde/hstrumentauon wP

スコアリーディング論

3つ の分野か ら2つ を選択 し、バチ ェラーに引 き続 き研鑽 を積む。

■ 5
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4.考察

マスター・トーンマイスターの 4のモジュールを以下表の分野ごとに類別すると 1～ 2

が「録音の実践」、3が「演奏と音楽知識」、4が録音技術 と密接に関わる「技術基礎」と

わけることができ、単位を合計すると以下となった。

カリキュラム マスター・トーンマイスターの分野ごとの単位数 表6

分 野 モジュール 各単位 計60単位

1音楽録音
録音の実践

2録音芸術の実践 26
34単位

演奏と音楽知識 3音楽芸術専門 20 20単位

選択必修 4選択必修 6単位

分野ごとの内容に着目してみると、バチェラーの内容をより発展させた内容であり、

「録音の実践」では、クランック、ポピュラー、映像音楽の 3つの専攻から 1つ を選択 し、

いずれの専攻の場合も、演奏や録音の比較をして、どのようにすれば芸術的に優れた録音

作品を制作することができるかをテーマとしており、最終的には自身の録音作品の芸術的

な善し悪しについて判断することができるようになることを目標とする内容となっている。

また、卒業試験や修士論文もこの中に含まれており、単位数からみてもこの分野が、マス

ター・トーンマイスターのカリキュラムで最も重要であることが明確である。

分野「演奏と音楽知識」では、バチェラーと同様に 1週間に60分の専科楽器と、必修

ピアノのレッスンがあり、さらに、聴音・和声・作品分析・スコアリーディングは一部選

択となるが同様である。

分野「選択必4寡」では、テクニック・音楽・オーガナイズといった、録音ではない各分

野から選択する内容となっており、異なった分野から、音楽と技術の知識を深める内容と

なっている。

週 副Wahipflichtmodul

選択必修
各分野か ら1つを選択 し、知識 を深め研究す る。

時

間

A:Technik

A:技術
例 :コ ンピュー タプログラ ミング コンサー トプ ランニング 映像昔楽

B:Musik

BI音楽
例:サ ウンドデザイン サウンドインスタレーション 音楽学 作山

CI ManagemenyOrganisadon

C:管理/組織
例:AVメ ディア ウェブデザィン

Σ LЫttungspunkte取 得単位 29 3■
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Ⅵ.卒業試験の内容

1バチェラー トーンマイスター卒業試験
°の要約 表7

2マスター トーンマイスター卒業試験
のの要約 表8

内容 概要

録昔作品 3作 品
モジュール2の「録音芸術の実践」で制作した3つ以上の録音作品を提出
少なくとも3つの異なるスタイルや時代の作品

専門別

録音実技
90分

以下3つ の専攻別の録音の実践の試験を行う
技術だけでなくプロフェッショナルとして芸術的な録音ができるかを試験する
。クラシック音楽…オーケス トラの録音プログクションを行う
。ポピュラー音楽 任̈意のアンサンブルの録音プログクションを行う
。映像音楽 大学で用意した映像にサウンドデザイン/ミ キシングをする

即興録音実技 90/刀`
事前に内容を知らされないアンサンブルの録音を行う
芸術的な感覚を保ちながら、技術的な要求に答えていけるかを問う試験

20分口頭試問 提出された作品だけでなく音楽録音全体について問われる

修士論文 20page
3つの異なるスタイルや時代の作品、5つ以上の音楽プロダクションの詳細を記した書
類を提出する

2.考察

内容に着目してみると、バチェラーでは 5つ以上の作品、マスターでは 3つ以上の作品

で 3つ以上の異なるスタイルや時代のという指定があり、一定のジャンルに偏らず、且つ

学生中に多くの録音を行わなければならないようになっている。

録音の実技試験「専門別録音実技」と「即興録音実技」は、実際にその試験に立ち会う

ことができたため内容の詳細について以下に記 したい。

「専門別録音実技Jの クランック録音専攻は、ベルリン芸術大学オーケス トラによる交

響曲の演奏を、学内ホールを使用 してセッション録音する内容で、受験学生は 2人 1組 と

なり1人 90分ずつで、ムジークレジー (Musikregie音 楽監督)と 、トンレジー (Tonregie

バランスエンジエア)を交互に担当し、音楽的な助言と適切な録音技術でオーケス トラ録

音を行っていけるかを問う内容であった。

ポピュラー録音専攻は、学内スタジオにて、単純なバンド編成ではなく、ジャズを意識

したバンド編成にス トリングスやブラスが追加されたアンサンブルを録音する内容であり、

まず、ベーシックリズム トラックを録音 し、その後ヴォーカルやアコーステイック楽器を

オーバーダビングして、ラフミキシングするまでを90分で行う試験内容であった。また、

各録音試験後には、日頭試間をうけ、録音のコンセプトや内容についてを説明をする機会

内容 概要

録音作品 5作品

モジュール3の「録音芸術の実践Jで制作した以下専門別の録音作品を提出
・クランック音楽…オーケストラ、室内楽、その他のアンサンブル
・ポピュラー音楽 _自 分自身で録音したものでなければならない
。映像音楽ぃ任意 ・ラジオドラマ…任意

口頭試問 20/刀` 提出された作品だけでなく、音楽録音全体について問われる

即興録音実技 90分
事前に内容を知らされないアンサンブルの録音を行う
芸術的な感覚を保ちながら、技術的な要求に答えていけるかが問われる
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が設けられた。

「即興録音実技」は、実際のスタジオワークを想定 したもので、事前にどのような楽器

のアンサンブルか知らされない録音を90分の時間の中で行う内容である。この試験では、

音楽性を考慮しながらその編成にとってふさわしいマイクアレンジを考え、演奏される音

楽を瞬時に判断し、適切な録音技術と助言 (デ イレクション)を行っていけるかを聞う内

容であった。編成の例としては PianO Solo、 Gtr,Duo、 Pianoと S010楽 器などであった。

非常に高度な内容であった。

これらの試験内容の傾向としては、常にプロフェッショナルを意識 したものであり、そ

れは実際の録音と何ら変わらない状況であり、技術的で音楽的な思考力と、優れたコミュ

ニケーションカがなければ、対応できないものである。つまり、この試験は トーンマイス

ターコースを卒業する時点で、 トーンマイスターのアシスタントになるわけでなく、一人

のプロフェッショナルな トーンマイスターでなければならないという考えに基づいた内容

となっている。

ⅥI.ま とめ

以上、ベルリン芸術大学 トーンマイスターコースの入学試験、カリキュラム、卒業試験

を詳細に見てきた。その特徴として次の 4点 を指摘 したい。

1.特徴としては aか らcが挙げられ、これらが音楽家から信頼される要素となる。

a)演奏家と同等の高い演奏能力の習得

b)演奏家と同等以上の音を聴き分ける能力の訓練

c)芸術性の養うための音楽基礎理論や音楽学の習得

2各科目内容が明確で、段階を経て最終的には録音芸術を研究していく内容を持つ。

3従って、その内容に沿って学生自身が何を勉強していくべきかが明瞭となっている。

4.卒業試験のテーマが、いかにして芸術的な録音を行っていくかであり学生自身がそれ

に向けて研究することによリトーンマイスターのとしての自覚を持つことができる。

以上の考察から、日本の音楽大学における録音・音響を研究するコースのカリキュラム

開発への示唆をあげれば以下の三点となる。

第一に、多様な楽器の専攻をオ万性する音楽大学の特性を活かし、演奏技術と基礎理論の習

得こそが、演奏家と同等の音楽と芸術に対する理解につなが りであることを理解 し、これ

らを習得 しながら、技術的な科目を習得していくような構造のカリキュラムを提供するこ

とが必要である。

第二に、ポピュラーミュージックの理解とその録音についての関係について、クラシッ

ク音楽の理解、つまり、数 100年の長い年月を経ながら理想的な楽器の音に進イとしてきた、
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アコーステイック楽器の美学とその録音についての理解が基礎にあり、その上に、バンド

楽器や、電気、電子楽器の知識を加えていく教育が重要である。

第三に、卒業試験も含めて、いかに多くの実際の録音の機会を作っていくかということ

である。さまざまな録音を経験 し、その結果から試行錯誤 し、その努力が トーンマイスター

としての自負につながっていくわけである。そのためには、少人数孝史育が必要であり、こ

れは、特に私立大学にとってはそのバランスが重要な検討課題となるが、反面 ドイツでは

よい音を判断できるエリー トを少人数で養成する教育こそが、 トーンマイスターという言

葉のイメージを高めているの要因であると推察する。

今回の考察で、ベルリン芸術大学では、 トーンマイスターの教育を演奏者と同等のアー

テイス ト三芸術家を養成する教育として扱ってきたことがわかった。それは、音楽を録

音するということは、演奏を単純に記録するということではなく、作曲家が作曲した音楽

を、演奏者と録音する側が、十分に考えて表現することであり、そのゴールは、「人の心

を動かす録音かどうかJと いうことを、いち早 く理解 してきたからではないであろうか。

これらのカリキュラムに見られる音楽性や芸術性を高める級密性、合理性は、日本の音

楽大学にとって多くの示唆を与えてくれると同時に、これからの日本の録音・音響分野の

発展に寄与すると考える。

今後は、これらを参考にしながら、日本の実情にあった トーンマイスター育成を目指す

カリキュラムのさらなる開発が急務と思われる。
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